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①トイレのおおよその面積

②物販機能の２階へつづく階段の形状と場所

 ２階の飲食機能スペース及び一時滞在機能スペー

 スの有効利用

③吹き抜け空間の有無（ゆとりスペースの確保）

1．今回の都市施設の検討事項 

 先月、北海道新幹線倶知安駅舎を設計する事業者がＪＲ九州
コンサルタンツに決定。
 都市施設の基本設計を同事業者に依頼し、駅舎と一体感のあ
る都市施設を予定。
 そこで今回、以下の内容について検討を行い、都市施設の内
容を確定したい。
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駅前通りの道路中心線

 

階段

 
   

階段
一時滞在機能

（スタディスペース）

（105㎡）
飲食機能
（140.7㎡） 一時滞在機能（コワーキング）

（50㎡）

その他機能（ギャラリー）
（72㎡）EV吹抜け

その他機能
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EV 階段
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トイレ
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手荷物一時預かり機能
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（176.4㎡）

ｴｽｶﾚｰﾀｰ

ｴｽｶﾚｰﾀｰ

改札

階段

階段 EV
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１．都市施設の配置イメージ ※前回までの案

トイレ
（39㎡）

待合室
（123㎡）改札

（88㎡）

＜屋上＞

＜２Ｆ＞

＜１Ｆ＞

約
1
0
.0

ｍ

約10.0ｍ 約5.2ｍ約12.2ｍ

約
8
.0

ｍ
約

8
.0

ｍ
約

7
.0

ｍ

約80.6ｍ

約30.6ｍ 約12.0m 約38.0ｍ

一時滞在機能
（多目的スペース）

（72㎡）

約
3
0
.0

ｍ
約

1
0
.0

ｍ
約

2
1
.0

ｍ
約

9
.0

ｍ

※手荷物一時預かり機能
（クローク）含む

:動線上、整備の必要性が高い出入口
:利便性を高めるために必要な出入口

２F：総床面積
（633.2㎡）

１F：高架下の総床面積
（642.6㎡）

１F：町整備の総床面積
（677.4㎡）

※駅の内部レイアウトは概略検討状況であり、今後関係者と協議調整していく予定　（昇降設備と改札向き以外は、未確定）

※積雪期以外で利用することを想定

※２Fにもトイレ機能の配置を検討 鉄道施設のギャラリー展示

※要検討：駐輪場の位置

約7～８ｍ？

情報発信
機能

（284.2㎡） 新幹線駅
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駅前通りの道路中心線

 
     

階段
一時滞在機能

（スタディスペース）

（約100㎡）

飲食機能
（約200㎡） 一時滞在機能（コワーキング）

（約50㎡）

その他機能
（ギャラリー）
（約70㎡）

EV吹抜け

その他機能
（展望スペース）
（約50㎡）

 
その他機能

（展望スペース）
（約670㎡）

EV 階段

自由
通路

物販機能
（約560㎡）

手荷物一時
預かり機能

（コインロッカー）

待合機能
（約180㎡）
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EV
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1．都市施設の配置イメージ ※今回の案 

トイレ
（39㎡）

待合室
（123㎡）改札

（88㎡）

＜屋上＞
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一時滞在機能
（多目的スペース）（約70㎡）
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※手荷物一時預かり機能
（クローク）含む

:動線上、整備の必要性が高い出入口
:利便性を高めるために必要な出入口

２F：総床面積
（633.2㎡）

１F：高架下の総床面積
（642.6㎡）

１F：町整備の総床面積
（677.4㎡）

※駅の内部レイアウトは概略検討状況であり、今後関係者と協議調整していく予定　（昇降設備と改札向き以外は、未確定）

※積雪期以外で利用することを想定

※２Fにもトイレ機能の配置を検討 鉄道施設のギャラリー展示

※要検討：駐輪場の位置

約８ｍ

情報発信
機能

（約430㎡） 新幹線駅

階段

階段

トイレ
機能

（約50㎡）
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２．荷物を持った旅行者に配慮したトイレの事例

新函館北斗駅（北海道新幹線）
•新函館北斗駅におけるトイレの設置位置と基数、面積は以下のとおり。

1階 都市施設のトイレ

男：大2、小3
女：大4
多機能：１

男子トイレ
（約19.7㎡）

女子トイレ
（約22.8㎡）

多機能
トイレ

（約7.15㎡）

4.48m 2.60m 3.80m

2.75m

2.56m3.88m

4.60m
5.45m

総面積
（色付き部分）
約49.7㎡

1.20m

1.70m

1.20m 1.20m

2.00m
※

2.40m
※

※寸法は、壁の厚さなど
を考慮しないおおよその
数値を記載しているため、
加算した場合に合致しな
い場合がある。 5



トイレ（新幹線駅舎内）

改札内 改札外

新函館北斗駅
1箇所

（男（大3・小5）女（大4）多機能１）
1箇所（北斗市）

（男（大2・小3）女（大4）多機能１）

木古内駅 ―
1箇所

（男（大2・小2）女（大2）多機能１）

奥津軽いまべつ駅 ―
1箇所

（男（大2・小2）女（大2）多機能１）

七戸十和田駅 ―
１箇所

（男（大2・小2）女（大2）多機能１）

飯山駅 ―
１箇所

（男（大2・小4）女（大5）多機能１）

女子トイレ（木古内駅） 女子トイレ、パウダールーム
（新函館北斗駅）

２．荷物を持った旅行者に配慮したトイレの事例

（参考）北海道・東北新幹線等の主な駅におけるトイレの設置状況
•北海道・東北新幹線の主な駅におけるトイレの設置位置と基数は下表のとおり。
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３．物販機能の２階へつづく階段の形状と場所 

階段の位置と形状を変えることで
物販機能スペースの更なる有効
利用が可能に。
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約４ｍ

３．物販機能の２階へつづく階段の形状と場所（飲食機能スペースの強化） 
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約７ｍ

　　　増加する空間を利用

　　例　飲食機能の強化

　　 　　滞在機能の強化　　

３．物販機能の２階へつづく階段の形状と場所（飲食機能スペースの強化） 
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４．吹き抜け空間の有無（展望スペースや一時滞在機能の強化） 
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４．吹き抜け空間の有無（展望スペースや一時滞在機能の強化） 

吹き抜け空間について
展望スペース・一時滞在機能スペー

スの確保（ゆとりのある空間）


